
漁民と手をつなぐ広報誌
山形県漁業協同組合

広報誌

3月号/平成30年

№339

　表紙を飾る写真は酒田市在住の山本さんが、「第57回私の街さかた写真コンテスト」で入選をいただいた写
真です。水揚げされたばかりの鯛が光り輝き、選別する方々の手の動きからは浜の活気と躍動を感じる秀作です。
　酒田の鯛と言えば「吾智（ごち）網漁業」ですが、「吾智網」（ごちあみ）とは、潮の流れや魚の習性、漁場
などを知り尽くしたベテラン漁師さんならではの漁法で、「吾智」という名前の由来は、「吾」の「智恵」が必
要という仏教用語に由来していると言われています。 
　それだけ、漁に精通している者でしか行えないということだそうです。（一部は長崎県水産部HPより引用）

鯛

港
町
さ
か
た
の



第339号 平成30年3月（2）

鼠
ヶ
関
地
区

2
月
24
日
㈯
　
午
前
10
時

出
席
者
40
名（
内
女
性
部
4
名
）

Q　

底
曳
網
漁
船
の
出
漁
日
数
が
少
な

い
の
は
、
連
続
出
漁
し
て
3
日
目
に

な
る
と
魚
屋
が
魚
を
買
わ
な
く
な
り

出
漁
す
る
気
力
が
な
く
な
る
こ
と
も

要
因
だ
。
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
。

A　

販
売
会
議
等
で
検
討
し
て
い
く
。　

Q　

除
雪
の
対
応
を
業
者
に
お
願
い
し

て
も
ら
い
た
い
。

A　

港
湾
（
酒
田
・
加
茂
・
鼠
ヶ
関
）

に
つ
い
て
は
、
昨
年
11
月
に
県
に
お

願
い
し
予
算
を
と
っ
て
も
ら
っ
た
。

来
年
度
に
は
港
の
除
雪
を
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

Q　

昨
年
、
上
架
場
が
壊
れ
、
上
架
で

き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
脇
に
も
う

１
本
増
設
し
、
由
良
の
船
も
使
用
す

る
こ
と
に
し
た
ら
ど
う
か
。

A　

由
良
の
漁
業
者
に
も
話
を
し
た
が
、

な
か
な
か
い
い
返
事
を
も
ら
え
な
い
。

平
成
29
年
度

  

地
区
座
談
会
開
催

　

平
成
29
年
度
12
月
損
益
実
績
を
踏
ま
え
た
年
間
収
支
見
込
み
に
つ
い
て
、

第
６
次
中
期
経
営
改
善
計
画
書
（
案
）
に
つ
い
て
、
競
争
力
強
化
型
機
器
等

導
入
緊
急
対
策
事
業
及
び
水
産
業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
緊
急
支
援
事
業
に

つ
い
て
広
く
意
見
を
承
る
た
め
、
２
月
24
日
か
ら
各
支
所
を
会
場
と
し
て
地

区
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
な
ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

検
討
す
る
。

Q　

新
人
職
員
が
配
置
さ
れ
、
よ
う
や

く
慣
れ
た
と
思
う
と
異
動
と
な
る
。

育
て
る
意
味
で
も
あ
ま
り
頻
繁
に
異

動
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た

い
。

A　

ベ
テ
ラ
ン
が
退
職
し
、
若
い
職
員

が
半
分
と
な
っ
て
い
る
。
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

温
海
地
区

2
月
24
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分

出
席
者
16
名（
内
女
性
部
0
名
）

Q　

本
年
度
の
水
揚
げ
な
ら
若
い
漁
業

者
が
漁
業
を
継
続
で
き
な
い
。
少
し

で
も
値
が
高
く
な
る
よ
う
に
活
魚
出

荷
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
在
自
宅
に

活
魚
槽
が
あ
る
た
め
、
帰
港
後
、
港

よ
り
自
宅
に
魚
を
持
っ
て
き
て
活
か

し
、
出
荷
す
る
時
に
港
に
持
っ
て
行

き
出
荷
し
て
い
る
。
港
に
簡
易
的
な

も
の
で
も
い
い
の
で
活
魚
施
設
を
作

っ
て
も
ら
え
な
い
か
。
ま
た
、
仲
買

人
が
大
口
入
札
の
サ
ワ
ラ
が
刺
身
に

な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
聞
い
た
。
船
別
入
札
を
で
き
な
い

か
。

A　

活
魚
施
設
に
つ
い
て
は
、
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。
入
札
に
つ
い
て
は
、

支
所
に
て
検
討
す
る
。

Q　

現
在
、
水
産
試
験
場
の
隣
に
加
工

場
を
建
設
し
て
い
る
。
水
産
試
験
場

よ
り
漁
業
者
に
開
放
す
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
海
藻
な
ど
多
量
に
採
れ
た

時
に
加
工
し
て
は
と
考
え
て
い
る
。

漁
協
で
は
そ
れ
を
使
用
し
て
指
導
す

る
計
画
は
な
い
か
。

A　

現
在
、
水
産
試
験
場
か
ら
正
式
な

要
請
は
な
い
。
水
産
試
験
場
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

Q　

近
年
カ
キ
の
実
入
り
が
悪
い
為
、

イ
ガ
イ
を
獲
っ
て
い
る
。
イ
ガ
イ
の

貝
毒
検
査
を
も
っ
と
早
く
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
サ
イ
ズ
の
基
準
を
設
け

て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

A　

2
枚
貝
の
検
査
は
、
1
回
不
合
格

に
な
る
と
も
う
2
回
検
査
に
な
り
2

週
間
獲
れ
な
い
。
隣
県
の
様
子
を
聞

き
な
が
ら
慎
重
に
検
査
の
時
期
を
選

ん
で
い
る
。
ま
た
、
ト
ラ
フ
グ
の
産

卵
と
重
な
る
時
期
も
あ
り
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
サ
イ
ズ
に
つ
い

て
は
、
以
前
キ
ス
を
尺
で
測
り
大
・

中
・
小
サ
イ
ズ
を
決
め
て
い
た
こ
と

も
あ
る
。
検
討
し
た
い
。

Q　

以
前
は
餌
の
エ
ビ
を
中
国
か
ら
取

り
寄
せ
て
い
た
が
、
品
質
が
悪
い
た

め
、
昨
年
よ
り
自
分
た
ち
の
ツ
テ
で

探
し
た
国
内
の
エ
ビ
を
使
用
し
て
い

る
。
そ
の
エ
ビ
の
陸
送
の
手
配
、
代

金
徴
収
等
を
漁
協
に
お
願
い
し
た
。

今
後
も
お
願
い
し
た
い
。

A　

わ
か
り
ま
し
た
。

● 波を読み　風を読み　雲を観る　帰る潮見逃すな



第339号（3）平成30年3月

吹
浦
地
区

3
月
3
日
㈯
　
午
前
10
時

出
席
者
16
名（
内
女
性
部
2
名
）

Q　

中
期
計
画
だ
と
4
～
5
年
後
に
は
、

水
揚
げ
が
26
億
円
程
度
の
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。
組
合
員
も
1
0
0
0

人
程
度
と
な
り
漁
船
漁
業
だ
け
で
経

営
を
維
持
で
き
る
の
か
。
加
工
事
業

を
強
化
す
る
と
か
漁
協
独
自
で
考
え

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。

A　

厳
し
い
と
は
思
う
が
、
今
後
支
援

事
業
、
後
継
者
育
成
等
に
力
を
入
れ

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
加
工
事
業
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
購
買
も
組
合
員
だ

け
で
は
な
く
員
外
に
も
推
進
・
供
給

し
て
い
る
。
漁
協
に
は
い
ろ
い
ろ
な

事
業
が
あ
る
。
組
合
員
は
も
ち
ろ
ん

員
外
に
も
推
進
し
て
い
き
た
い
。
皆

様
方
か
ら
も
協
力
し
て
頂
き
た
い
。

Q　

今
、
出
刃
包
丁
の
な
い
家
庭
も
多

い
。
小
学
校
等
に
行
き
魚
を
捌
く
と

こ
ろ
を
見
せ
る
な
ど
魚
の
消
費
を
増

や
す
よ
う
に
、
魚
食
普
及
活
動
も
必

要
で
は
な
い
か
。

A　

漁
協
だ
け
で
は
な
く
行
政
と
も
連

携
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

女
性
部
の
力
が
大
き
い
の
で
ご
協
力

願
い
た
い
。

Q　

女
性
部
で
道
の
駅
に
出
店
し
て
い

る
が
、
高
齢
に
よ
り
部
員
が
減
少
し

働
く
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
漁

業
者
に
部
員
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が

い
れ
ば
お
願
い
し
た
い
。

A　

漁
協
か
ら
も
お
願
い
す
る
。

Q　

高
齢
化
に
よ
り
組
合
員
は
減
少
し

て
い
る
。
後
継
者
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、

今
の
事
業
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
昔
み
た
い

に
水
揚
げ
頼
み
で
は
い
け
な
い
。

A　

わ
か
り
ま
し
た
。

酒
田
地
区

3
月
3
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分

出
席
者
22
名（
内
女
性
部
12
名
）

Q　

さ
か
た
市
場
に
揚
げ
る
青
魚
は
、

大
量
に
揚
が
っ
た
場
合
、
2
日
目
に

は
値
が
半
分
に
な
る
。
そ
れ
で
も
ス

ー
パ
ー
に
行
く
と
秋
田
・
青
森
も
の

が
安
く
な
い
値
段
で
出
て
い
る
。
大

量
に
揚
が
っ
て
い
る
の
に
地
元
に
出

て
こ
な
い
。
消
費
者
も
安
い
時
に
安

く
買
え
な
い
。
流
通
が
問
題
で
は
な

い
か
。

A　

ス
ー
パ
ー
は
前
日
に
注
文
が
終
わ

っ
て
い
る
。
当
日
大
漁
で
も
間
に
合

わ
な
い
こ
と
と
な
る
。

Q　

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
見
直
し
等
、
抜
本

的
に
更
地
か
ら
考
え
る
時
期
で
は
な

い
か
。
ネ
ッ
ト
販
売
、
組
織
を
活
用

し
た
販
売
等
全
国
情
報
も
取
り
入
れ

な
が
ら
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

A　

ネ
ッ
ト
販
売
は
、
危
険
が
伴
う
の

で
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

時
代
は
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
市
場

も
夜
売
り
で
は
な
く
朝
売
り
も
検
討

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

   

次
の
中
期
計
画
で
販
売
の
考
え
方
、

方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q　

リ
ー
ス
事
業
等
、
国
か
ら
の
情
報

を
そ
の
ま
ま
垂
れ
流
す
の
で
は
な
く
、

行
政
と
考
え
を
ま
と
め
て
情
報
提
供

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
最
近
獲
れ
る

魚
種
が
変
わ
っ
て
き
て
お
り
酒
田
で

は
ナ
マ
コ
が
増
え
て
い
る
。
栽
培
セ

ン
タ
ー
、
水
試
か
ら
の
情
報
を
咀
嚼

し
な
が
ら
提
供
し
て
も
ら
え
れ
ば
あ

り
が
た
い
。

A　

時
代
の
変
化
が
大
き
い
。
漁
協
と

し
て
何
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Q　

燃
料
代
よ
り
箱
代
の
ほ
う
が
掛
か

る
場
合
が
あ
る
。
使
用
後
す
ぐ
に
箱

処
理
場
で
処
理
す
る
の
で
あ
れ
ば
質

を
落
と
し
て
も
安
い
箱
で
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

A　

以
前
、
箱
を
入
札
し
安
い
も
の
に

し
た
が
、
重
ね
る
と
潰
れ
て
し
ま
い

弱
く
て
使
い
物
に
な
ら
な
か
っ
た
。

由
良
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
箱
に
入

れ
売
っ
た
後
、
戻
す
売
り
方
も
行
っ

て
い
る
。
さ
か
た
市
場
で
も
現
在
検

討
中
で
あ
る
。

Q　

第
１
船
溜
ま
り
の
ト
イ
レ
に
手
洗

い
施
設
が
な
い
。
不
衛
生
で
あ
る
の

で
水
道
を
引
く
よ
う
に
県
・
市
に
働

き
か
け
て
も
ら
い
た
い
。
ト
イ
レ
は

市
営
、
回
り
の
道
路
は
県
道
と
な
っ

て
い
る
。

A　

機
会
を
み
て
働
き
か
け
た
い
。

Q　

女
性
部
員
が
高
齢
化
に
よ
り
減
少

し
て
い
る
。
女
性
部
は
必
要
な
の
か
。

A　

必
要
な
組
織
と
認
識
し
て
い
る
。

来
た
る
23
日
に
女
性
部
の
総
会
も
あ

る
。
意
向
を
聞
い
て
理
事
会
で
も
話

し
合
い
た
い
。

Q　

街
灯
が
点
か
な
い
の
で
修
理
し
て

も
ら
い
た
い
。

A　

 

わ
か
り
ま
し
た
。

● なして着ねな！救命胴衣！



第339号 平成30年3月（4）

機器等導入事業・漁船リース事業の概要について機器等導入事業・漁船リース事業の概要について

平
成
29
年
度　

第
８
回　

理
事
会
議
案

開
催
日
：
平
成
30
年
2
月
27
日
㈫　

 

場　

所
：
本
所　

第
一
会
議
室

【
協
議
事
項
】

１　

貯
金
保
険
機
構
の
立
入
検
査
に
係
る
回
答
に

つ
い
て

２　

不
祥
事
事
件
等
対
応
要
領
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

３　

F
i
n
t
e
c
h
企
業
等
と
の
連
携
及
び
協

働
に
係
る
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

４　

漁
業
経
営
特
別
支
援
対
策
資
金
受
付
期
間

（
単
独
融
資
）
の
延
長
に
つ
い
て

５　

貸
付
金
の
審
議
に
つ
い
て

６　

定
年
退
職
再
雇
用
の
待
遇（
呼
称
）に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１　

平
成
30
年
1
月
末
現
在
の
収
支
状
況
に
つい
て

２　

平
成
29
年
12
月
末
現
在
に
お
け
る
貸
付
金
の

状
況
に
つ
い
て

３　

平
成
29
年
12
月
末
現
在
に
お
け
る
資
金
運
用

状
況
に
つ
い
て

４　

平
成
29
年
12
月
末
現
在
に
お
け
る
余
裕
金
の

運
用
状
況
に
つ
い
て

５　

平
成
29
年
度
第
3
四
半
期
に
お
け
る
販
売
促

進
活
動
に
つ
い
て

６　

平
成
29
年
度
第
3
四
半
期
の
「
庄
内
海
丸
」

の
収
支
に
つ
い
て

７　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
委
員
会
の
開
催
に

つ
い
て

８　

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
及
び
減
資
に
つ
い
て

９　

そ
の
他 理

事
会
情
報

　平成29年度補正予算が１月国会で成立、今年も機器等導入事業・漁船リース事業の予算措置がなされました。
　事業の概要については以下の通りですが、機器や漁船の更新をお考えの方、内容をもっと知りたい方は、
最寄りの支所又は本所指導課までお問い合わせください。

競争力強化型機器等導入緊急対策事業 水産業競争力強化漁船導入緊急支援（漁船リース）事業

概
要
・
支
援
対
象
者

・現在設置している機器を更新する（被代替機器が
ある）こと。
・漁業経営セーフティーネットに加入していること。
・漁業関係法令（漁業法、漁業調整規則、海区漁業調
整委員会指示、資源管理措置等）違反がないこと。
・過去に同事業および漁船リース事業を利用してい
ないこと。これから漁船リース事業の利用を考え
ている場合も同様。
・省エネ機器等導入推進事業を利用した方で、耐用
年数が経過していないこと。

・浜の活力再生広域プランにおいて、中核的漁業者として位置付け
られた漁業者の収益向上に必要となる漁船（原則として中古船）を
リース事業者が取得し、当該漁業者にリースする取組みを支援。
☆中核的漁業者とは…個人経営者の場合、原則として55歳未満
（後継者が確保されている場合は後継者が45歳未満）、その
他に所得要件等があります。また、法人の場合、原則として償
却前利益が確保されていること。
・原則として中古漁船。但し、十分な努力を払ったにも関わらず
必要とする漁船が調達できなかった場合、中古漁船の取得・改
修費が新船建造費を上回る場合は新造が可能。

支
援
対
象
機
器
等
・
補
助
率

・機器等の購入経費（消費税・工事費用除く）
・エンジン類で連続出力UPまたは省エネ効果10％
以上
・揚網機、揚縄機、魚探、冷水機、ソナー、潮流計等
　（エンジン類で同型・同馬力、省エネ効果10％未満、
サイドスラスター、運搬車、レーダー、GPSプロッター
等、被代替機がない機器は対象外）
・上記購入経費の１／２以内（上限20百万円）

・船体、係船装置、塗装、舵、マスト、主機関、補機関、燃料タ
ンク、発電機、航海灯、集魚灯、レーダー、コンパス、無線機
等。ＡＩＳは必ず設置すること。
・漁船の取得費・改修費の１／２以内（消費税除く）
・リース契約を締結し、リース期間は法定耐用年数以上（融資償
還期間を参考とする）。
・途中解約は禁止。
・借受者は善管注意義務をもって漁船を管理、維持管理の必要経
費は借受者負担。

目
標

・事業開始年度を含めて５年以内に漁業所得（個
人）または償却前利益（法人）を10％以上UPさ
せる取組み目標が必要です。

・向こう５年以内に漁業所得（個人）または償却前利益（法人）の10
％以上UPさせ、かつ、自力で時期代船の取得が可能となる内部利
益の留保が図られる取組み目標が必要です。また、リース契約の翌
年度以降は経営内容を毎年報告する必要があります。

● こら！着ろ救命胴衣！叱ってくれで、もっけだ！
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休眠預金等について

　第二管区海上保安本部では、漁
船及び漁業者の事故減少を目的と
して、平成29年10月１日から12月
31日までの３ヶ月間、東北６県で
実施した「漁船セーフティラリー
みちのく2017」の実施結果を発表
しました。

　その結果、山形県から参加した８組合の結果は下
表のとおりで、飛島支所・吹浦支所・由良総括支所・
豊浦支所・念珠関総括支所・
温海出張所が無事故を達成
しました。
　また、飛島支所・由良総括
支所・念珠関総括支所が年間
無事故、豊浦支所が３年間連
続無事故を達成しました。

平成29年

さかた総合市場

飛島支所 年間無事故達成

吹浦支所 期間無事故達成

由良総括支所 年間無事故達成

豊浦支所 ３年間無事故達成

加茂出張所

念珠関総括支所 年間無事故達成

温海出張所 期間無事故達成

　期間中又は年間を通して無事故を達成した組合に
対しては、酒田海上保安部長から無事故認定証及び
無事故達成証（ワッペン）が交付されました。
　今年も仲間同士の「安全操業」「安全運航」の声
かけにより、無事故を目指しましょう。

漁船セーフティラリーみちのく2017の
実施結果について

Ｑ１　「休眠預金等」とは、どのような預金ですか。
Ａ　　「休眠預金等」とは、10年以上入出金等の

お取引（「異動」と呼びます。Ｑ４をご覧くだ
さい。）がない預金等をいいます。

　　　2009年１月１日以降に異動のない預金等が
原則として対象となります。

Ｑ２　「休眠預金等」になると、どうなるのですか。
Ａ　　所定の機関に移管され、民間公益活動に活

用されます。なお、休眠預金等となった後も、
引き出すことが可能です。

Ｑ３　休眠預金等になりうる「預金等」の種類を
教えてください。

Ａ　　休眠預金等になりうる「預金等」とは、預
金保険法、貯金保険法の規定により預金保険、
貯金保険の対象となる預貯金などです。具体
的には、普通預金だけでなく、定期預金・貯金、
定期積金などが対象となります。

　　　一方で、特定の目的のための預貯金や、障
がい者のためのマル優の適用となっている預

貯金など預金保険制度の対象とならない預金
などは対象外です。

　　　詳しくは、窓口にお問い合わせください。

Ｑ４　「異動」とは何ですか。例えば、通帳の記帳
は異動に該当しますか。

Ａ　　「異動」とは、預貯金者などの方が今後も預
貯金など利用する意思を表示したものとして
認められるようなお取引などを指します。全
金融機関共通の異動事由と、各金融機関が行
政庁から認可を受けて異動事由となるものが
あります。

　　　当組合は、通帳の記帳については異動事由
として行政庁より認可を受けております。

Ｑ５　自分の預貯金等が休眠預金等になっている
かを知るにはどうすればよいですか。

Ａ　　窓口にお問い合わせください。なお、休眠
預金等は、2019年１月１日以降に発生するこ
ととなります。

　平成30年１月１日より、休眠預金等活用法が施行されたこ
とに伴い、下記のとおりお知らせいたします。

● なんぼ強がっても　海とかあちゃんには勝てないんだなあ
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Part2

　

1
月
号
で
も
サ
メ
の
利
用
の
話
を
し

ま
し
た
が
、
2
月
23
日
に
鶴
岡
市
由
良

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
国
立
研

究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構
中

央
水
産
研
究
所　

大
村
流
通
加
工
グ
ル

ー
プ
長
を
講
師
に
「
サ
メ
類
の
臭
気
発

生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
鮮
度
保
持
に
関
す

る
勉
強
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
サ
メ
の
臭
い
の
成
分
は
、
尿

素
と
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
が
微
生
物

や
化
学
反
応
な
ど
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ

る
も
の
で
す
。
こ
の
両
者
は
、
海
水
と

体
内
の
水
分
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
浸
透
圧

調
整
に
か
か
わ
っ
て
い
る
成
分
の
た
め
、

サ
メ
に
と
っ
て
は
必
要
な
成
分
で
す
。

サ
メ
の
臭
い
と
鮮
度
の
関
係
と
し
て
、

ヨ
シ
キ
リ
ザ
メ
の
K
値
（
鮮
度
指
標

と
し
て
体
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
質
と
分

解
物
の
比
率
を
表
し
た
も
の
）
と
ア
ン

モ
ニ
ア
発
生
量
の
関
係
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
時
間
が
た
っ
て
も
K
値
は
一
定
の

た
め
ア
ン
モ
ニ
ア
発
生
量
と
の
相
関
が

み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
す
な
わ

ち
、
サ
メ
の
体
内
の
エ
ネ
ギ
ー
物
質
の

分
解
が
遅
い
た
め
、
K
値
で
は
鮮
度
評

価
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
結

局
の
と
こ
ろ
、
鮮
度
に
つ
い
て
は
、
人

間
の
感
覚
で
評
価
さ
れ
る
も
の
の
よ
う

で
す
。
サ
メ
の
鮮
度
に
つ
い
て
は
、
ど

の
段
階
で
の
取
扱
が
有
効
か
、
ま
だ
わ

か
っ
て
い
な
い
未
知
の
分
野
で
す
。

　

ヨ
シ
キ
リ
ザ
メ
の
味
の
評
価
と
し
て
、

刺
身
や
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
サ
メ
節
、
シ

ャ
ー
ク
ナ
ゲ
ッ
ト
な
ど
食
品
開
発
を
し

て
い
る
地
域
も
あ
り
、
味
に
つ
い
て
は

ヒ
ラ
メ
に
似
た
食
感
が
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。
機
能
性
成
分
と
し
て
は
、
軟
骨

コ
ラ
ー
ゲ
ン
や
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
硫
酸

が
知
ら
れ
て
お
り
、
人
の
食
用
以
外
に

も
ペ
ッ
ト
の
高
齢
化
に
と
も
な
っ
て
ペ

ッ
ト
需
要
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

サ
メ
被
害
軽
減
に
つ
な
が
る
情
報
に

つ
い
て
は
、
現
在
情
報
収
集
中
で
す
が
、

サ
メ
被
害
軽
減
技
術
に
つ
い
て
翻
訳
作

業
中
で
す
の
で
、
次
回
に
は
紹
介
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

人事異動のお知らせ

指
導
課
長
　
佐
藤
　
健

○
日
を
追
う
ご
と
に
気
候
が
穏
や
か
に
な
り
、
親
し

い
方
と
の
別
れ
に
寂
し
さ
を
覚
え
、
新
た
な
出
会

い
や
新
た
な
生
活
へ
不
安
ま
じ
り
の
期
待
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
る
季
節
が
今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。

○
入
組
当
時
、
先
輩
職
員
か
ら
「
年
が
明
け
る
と

タ
ラ
に
始
ま
っ
て
、
ヤ
リ
イ
カ
、
サ
メ
、
サ
ク
ラ

マ
ス
が
揚
が
っ
て
春
が
来
る
も
の
だ
」
と
聞
き
、

言
葉
の
響
き
に
感
動
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
活
き
て
揚
が
る
ヤ
リ
イ
カ
、
競
売
の
タ
ナ

い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
た
銀
色
の
サ
ク
ラ
マ
ス
に
驚

き
、
ま
た
、
そ
の
美
味
し
さ
に
も
感
動
し
ま
し
た
。

海
は
偉
大
で
す
。
そ
れ
も
今
と
な
っ
て
は
一
昔
前

の
話
し
。
あ
の
魚
と
あ
の
頃
の
私
の
心
は
ど
こ
に

行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

○
今
年
は
北
陸
で
型
の
良
い
イ
ワ
シ
が
大
漁
と
聞
き

ま
す
。
食
用
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
確
保
に
苦

慮
し
て
い
る
餌
料
と
し
て
の
活
用
も
可
能
で
す
。

本
県
へ
の
来
遊
に
大
き
く
期
待
が
膨
ら
む
と
こ
ろ

で
す
。

○
年
度
末
は
様
々
な
会
合
に
追
わ
れ
初
心
を
忘
れ

が
ち
で
す
。
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
、
驕
ら
ず

高
ぶ
ら
ず
、
新
年
度
へ
向
け
て
心
を
新
た
に
、
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
何
事
に
も
邁
進
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
為
せ
ば
成
る
。
行
動
し
な

け
れ
ば
何
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

○
す
い
さ
ん
山
形
は
、
表
紙
に
あ
る
通
り
「
漁
民

と
手
を
つ
な
ぐ
広
報
誌
」
で
す
。
組
合
員
に
と
っ

て
有
益
か
つ
鮮
度
の
高
い
紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
愛
読
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

～まだ  まだ知りたい！

 サメのこと～

山
形
県
水
産
試
験
場 

海
洋
資
源
部
　
　
　

　
板
本
　
健
児

編

集
後

記

全国合同漁業共済組合山形県事務所
◆異動（平成30年2月1日付〔　〕は旧所属）

佐藤　公一 山形県事務所副所長
兼秋田県事務所副所長

〔山形県事務所副所長〕

● 着ててよかったはよく聞くけど　着なきゃよかったは聞いたことないんだよなあ
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今あがっている魚　ー 2月のベストテン ー 　前年対比　増 →減
→ 変らず →

水　揚　金　額（千円）

月間MVP

漁 　 獲 　 量（㎏）

月間MVP

１ た ら 60,273 → １ た ら 162,899 →
２ た い 8,084 → ２ は た は た 19,165 →

３ は た は た 7,795 → ３ や り い か 11,450 →
４ ほっこくあかえび 7,624 → ４ た い 10,319 →
５ や り い か 7,116 → ５ さ め 類 8,198 →

６ ひ ら め 7,067 → ６ ほっこくあかえび 6,668 →
７ あ わ び 4,785 → ７ ほ っ け 5,900 →
８ た こ 類 3,341 → ８ ひ ら め 5,208 →
９ ず わ い が に 3,330 → ９ あ ん こ う 5,203 →
10 あ ん こ う 2,808 → 10 た こ 類 4,585 →

　平成30年１月号に掲載しました内容に誤りがありました。お詫びして、次の通り訂正いたします。

今あがっている魚　ー 12月のベストテン ー　前年対比　増 →減
→ 変らず →

水　揚　金　額（千円）

月間MVP

漁 　 獲 　 量（㎏）

月間MVP

１ す る め い か 128,831 → １ す る め い か 222,815 →
２ ず わ い が に 23,875 → ２ た い 25,861 →
３ た い 17,739 → ３ ぶ り・ い な だ 25,520 →
４ は た は た 13,004 → ４ た ら 15,977 →
５ さ け 11,332 → ５ さ け 12,667 →
６ ほっこくあかえび 10,555 → ６ は た は た 11,969 →
７ た ら 8,561 → ７ べ に ず わ い 11,100 →
８ ぶ り・ い な だ 5,213 → ８ ほっこくあかえび 8,089 →
９ ひ ら め 3,642 → ９ ず わ い が に 4,806 →
10 あ ん こ う 2,413 → 10 あ ん こ う 3,467 →

水　揚　情　報平成30年２月28日現在 （単位：千円）
支所別

 区　分
水揚合計

水　　　　揚　　　　地　　　　内　　　　訳
吹　浦 飛　島 酒　田 加　茂 由　良 豊　浦 温　海 念珠関

１月末迄水揚累計 2,901,479 93,356 87,570 1,603,195 144,926 299,533 183,575 36,512 452,812 
月
間
水
揚

県 内 船 水 揚 136,700 7,454 7,433 33,941 2,307 19,294 10,715 1,099 54,457 
県 外 船 水 揚 5 0 0 5 0 0 0 0 0 
合 計 136,705 7,454 7,433 33,946 2,307 19,294 10,715 1,099 54,457 

前 年 同 月 水 揚 107,527 6,650 6,204 29,724 1,191 14,264 10,487 590 38,417 
本
年
度
水
揚

県 内 船 水 揚 2,309,652 100,810 95,003 921,660 147,233 317,646 194,290 37,611 495,399 
県 外 船 水 揚 728,532 0 0 715,481 0 1,181 0 0 11,870 
合 計 3,038,184 100,810 95,003 1,637,141 147,233 318,827 194,290 37,611 507,269 

前 年 度 水 揚 累 計 3,497,931 119,271 103,423 2,021,941 132,050 305,321 205,249 66,074 544,602 
増 減 -459,747 -18,461 -8,420 -384,800 15,183 13,506 -10,959 -28,463 -37,333 
本 年 度 水 揚 計 画 2,900,000 120,000 105,000 1,375,000 128,000 313,000 209,000 72,000 578,000 
達 成 率 104.7% 84.0% 90.4% 119.0% 115.0% 101.8% 92.9% 52.2% 87.7%

● 孫が『元気なじいじ』の帰りを待ってます



　２月８日㈭由良コミュニティセンターで、
女性部員を対象に加工研修会および料理教室
を開催し、多くの方から参加いただきました。
　研修会では、福島県相馬双葉漁協女性部鹿
島支部から講師をお招きして、６次化商品開
発について講演をいただきました。講演後は
活発な意見交換が行われ、中には「手取りは
どれくらいですか？」といった素直な質問も
飛び出しました。

　料理教室では庄内浜文化伝道師協会の石塚亮会長（料理宿坂本屋）から、アンコウ汁の調理実演をし
てもらい、出来上がった料理を皆で美味しくいただきました。プロのアンコウ汁は家庭とはまた違った
味わいで、今後のレシピの参考になったのではないでしょうか。
　県では来年度も浜の母ちゃんの取り組みを応援していくための研修会を企画しますので是非ご参加を
お待ちしております。

編集・発行／山形県漁業協同組合 　酒田市船場町二丁目２番１号
　　　　　　代表理事組合長　本　間　昭　志
　　　　　　☎ 0234－24－5611　FAX 0234－22－6455
　　　　　　http://www.kengyokyo.or.jp/339／平成30年３月号

広報誌

　３月１日～２日、第23回全国青年・女性漁業者交流大会が東京のグラ
ンドアーク半蔵門で開催され、県内から「山形県トラフグ研究会」が漁業
経営改善部門に出場しました。研究・実践活動成果を会長の五十嵐健生氏

（海生丸、由良漁港所属）が発表しました。
　審査員からは「放流活動や地元飲食店と協力した地消の取組が『おばこ
サワラ』の時よりステップアップしたように感じられる」との評価をいた
だいたものの、強敵揃いのこの部門。農林水産大臣賞は三重県のアサクサ
ノリ養殖復活に向けた取組が受賞しました。しかし、発表に向けて成果と
課題を検証し直したことは、会にとって有意義な時間となったようです。

山形県トラフグ研究会
全国交流大会で実践発表

新会長紹介コーナー

　このたび山形県沿岸青年漁友会の会長に就任し
ました佐藤清樹です。
　念珠関総括支所所属に所属し、父が営む清徳丸
で底曳網漁業に従事しております。
　レクレーションや研修会を行ないながら、会員
相互の親睦を深め、水産関係団体との連絡協調に
努めています。今後もより一層の水産業界の発展
に尽力いたしますので、関係各位のご指導、御鞭
撻のほどよろしくお願い致します。

　１月23日に開催されました総会において会長に
選任されました五十嵐久満です。
　念珠関総括支所に所属する三和丸の乗組員として、
底曳網漁業に従事しております。
　漁青連会員並びに関係各位にご指導・ご協力をい
ただきながら、放流事業等に取り組んで参りたいと
考えておりますので、よろしくお願いいたします。

山形県沿岸青年漁友会

山形県漁協青壮年部連絡協議会 佐　藤　清
せい

　樹
じゅ

五十嵐　久
ひさ

　満
みつ

庄内総合支庁水産振興課 水産業普及指導員　工藤　充弘


